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本日の内容本日の内容

同志社大学図書館 情報リ シ 教育紹介Ⅰ．同志社大学図書館の情報リテラシー教育紹介

Ⅱ．背景となる教育・学習環境の変化

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策

ｰ1）運営方法の工夫ｰ1）運営方法の工夫

ｰ2）教学との連携

プ グ 容ｰ3）プログラム内容



学術情報リテラシーを教える難しさ学術情報リテラシ を教える難しさ

◎学術情報リテラシー

１．「学術情報」を使うことに焦点

２．情報の「学術的な」使い方に焦点

３．学術コミュニティでの立ち居振る舞い

※方法が使うべき資料を決め、資料がとるべき方法を決める

※レファレンス業務でディマンドではなくニーズを分析する

新聞の典拠のない記事は学術情報か？

ウィキペディアの記述は信頼できる？

はじめに



全国大学での実施状況全国大学での実施状況

◎情報リテラシー教育の有無 73.4％あり
１．正課授業 ： ※教員と図書館員の関わり方

-1) 「科目関連型」：一部に図書館が協力

-2) 「科目統合型」：全部に図書館が協力

-3) 「独立型」：“情報リテラシー”に特化した科目に協力

講 書 施 情報 教育２．課外講習 ： 図書館実施の情報リテラシー教育

-1) 「図書館オリエンテーション」

2) 「デ タベ ス利用教育-2) 「データベース利用教育」

-3) 「教育支援・レポート作成支援」

参照：『今後の「大学像」の在り方に関する調査研究(図書館) 報告書 :
教育と情報の基盤としての図書館 』（筑波大学，2007.3）
http://www.kc.tsukuba.ac.jp/div-comm/pdf/future-library.pdf （参照2009-10-7）

Ⅰ．同志社大学図書館の情報リテラシー教育紹介

p jp p y p （参照 ）



学術情報リテラシー教育のいろいろ

現在の大学における情報リテラシー：代表的な実践例

学術情報リテラシー教育のいろいろ

直接

平成21年度大学図書館職員短期研修テキストより引用

京都大学 全学共通科目「情報探索入門」
東北大学 全学教育科目「大学生のための情報検索術」

お茶の水女子大学 現代GPとの連携
東京女子大学 学生支援GP「滞在型図書館」
大阪大学 ラーニング・コモンズのTAの支援

名古屋大学 ラーニング・コモンズのライ直接

チュートリアル授業 ツアー

東北大学 全学教育科目「大学生のための情報検索術」
明治大学 特色GPの「図書館活用法」

名古屋大学 ラ ニング コモンズのライ
ティングセンター（予定）

個人集団

カウンターでの
レファレンス

講習会

冊子体刊行
慶應義塾大学 KITIE、PATH
千葉大学 ポッドキャスト用コンテンツ群
筑波大学 大学図書館プロモーションビデオ
各大学のE-learningシステム上のコンテンツ

杏林大学医学図書館の事例
(平成20年度学術情報リテラシー教育担当者研修資料）

※ニーズにもとづく企画作り

パスファインダー E-learning
私立大学図書館協会 「パスファインダーバンク」

各大学のE-learningシステム上のコンテンツ

間接

図書館の広報用グッズなど

「図書館ハンドブック」第6版「利用教育」を参考に作成各大学のパスファインダー
国立国会図書館のリサーチ・ナビ等

間接

Ⅰ．同志社大学図書館の情報リテラシー教育紹介



プログラム体系と内容の“見える化”プログラム体系と内容の 見える化

◎「同志社大学総合情報セ タ 報 号で特集◎「同志社大学総合情報センター報」32号で特集

“図書館の利用講習会 に参加しよう！”

P.1-3 ： プログラムの基本的な考え方

P.4-5 ： 情報探索の流れと講習会プログラム

※起点として今後改訂を重ねる予定 「つねに普請中！」※起点 今後改訂を重ねる予定 つねに普請中 」

※2009年度は「キーワード検索がわかる」等を追加

Ⅰ．同志社大学図書館の情報リテラシー教育紹介



同志社大学図書館でのこれまでの経緯同志社大学図書館でのこれまでの経緯

同志社大学教育開発センター・2007/12/3 教育効果向上部会メモ

実施年代 実施プログラム 対象者 評 価

2000年頃 新入生向けｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 新入生 ・京田辺と今出川（夜間主）の新2000年頃
まで

新入生向けｶ ｲﾀ ﾝｽ 新入生
（両校地）

京田辺と今出川（夜間主）の新
入生に開催。

2001年頃 新入生向けｶﾞｲﾀﾞﾝｽ + 全学生 ・DBベンダーからの講師派遣2001年頃
から

新入生向けｶ ｲﾀ ﾝｽ +
各種データベース講習会

全学生 DBベンダ からの講師派遣。
個別データベースから総合的
な探索法の支援が課題となる。

2006年度 初年次教育との連携を意識 全学生 ・体系化してスキルを俯瞰2006年度 初年次教育との連携を意識
情報探索技術の体系化
入門編：「役立つ図書館活用術」
初級編：「雑誌記事・論文の探し方」
中級編 「レポ ト テ マ探索の術」

全学生 体系化してスキルを俯瞰

・外部委託可能なプログラム

のプロトタイプ作成

中級編：「レポート・テーマ探索の術」
上級編：レファレンスサービスで対応

2007年度 トライアルの実施

プログラムの調整
全学生 ・基本プログラムの試行

プログラムの調整
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講習会プログラム「情報探索の技」の体系

２００８年度 全国図書館大会 第２分科会
同志社大学の報告よりスライド借用

講習会プログラム「情報探索の技」の体系

企画・構成

印象付け

企画 構成
仕様確定 講師

入門・初級（４コース）
役立つ図書館活用術

図書館スタッフ
（初年次教育コースと連動）

委託
役立つ図書館活用術 （初年次教育 連動）

初級編（４コース）

30分でわかる

図書館スタッフ 図書館スタッフ

操作の道筋
初級編
読んでみよう！

図書館スタッフ 図書館スタッフ

思考の
道筋

中級編（３コース）

90分でバッチリ

図書館スタッフ 図書館スタッフ

道筋
中級編（５コース）
プロが教える

委託 委託
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教育・学習環境の変化

◎近年の大学改革の焦点（教育GPなど）

教育・学習環境の変化

◎近年の大学改革の焦点（教育GPなど）

初年次教育／入学事前教育／PBL教育などの導入

事実中心学習に加え、問題中心学習へ

図書館の存在感を示すチャンス到来

事実中心学習に加え、問題中心学習

知識の伝授に加え、知識の生産・創造へ

図書館の存在感を示すチャンス到来

『今後の「大学像」の在り方に関する調査研究(図書館) 報告書 :
教育と情報の基盤としての図書館 』（筑波大学，2007.3）

『学士課程教育の構築について（答申）』（中央教育審議会，2008.12）
http://www.mext.go.jp/b menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1217067.htm（参照2009-10-6）

http://www.kc.tsukuba.ac.jp/div-comm/pdf/future-library.pdf （参照2009-10-7）

p g jp _ g y y （参照 ）

『ＩＤＥ 現代の高等教育』（IDE大学協会，2009.5)における

「特集：学習環境としての大学図書館」

Ⅱ．背景となる教育・学習環境の変化



図書館の喫緊の課題図書館の喫緊の課題

◎教育との結びつきの希薄さ
教育手法の問題／情報リテラシーを備えるべき、主体
体的な問題解決型の学習がない。

が図書館がどのように、学生の学習成果の実現に寄与
できるのか。

文科省ヒアリングでの永田治樹先生のご指摘（2005.2.15）

「Ⅱ．学術情報基盤としての大学図書館等の今後の整備の在り方に
ついて」 （科学技術・学術審議会 2006.3）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/06041015/011.htm

※教育理論・学習理論を知る必要あり（How do students learn?）。
※「学びの身体技法」 獲得の支援（Learn ”how to learn”)。

Ⅱ．背景となる教育・学習環境の変化



問題点の洗い出し問題点の洗い出し

物理的な人員不足物理的な人員不足
→ 外部委託スタッフを併用した実施のプロトタイプ

図書館スキル+α（外部研究機関スキルの取り込み）

→ 日本能率協会、政府資料等普及調査会、検索エンジンカンパニー

と プ グ 協 検討 実施とのプログラムの協同検討、実施

教員の個別オーダーへの対応能力不足教員の個別オ ダ への対応能力不足
→ 汎用的なプログラム内容でユニット化（例題変更は可能）

プログラム内容の判断材料提示
→ プログラムの体系化（スキル要件との関連）して、プログラム群を俯瞰で

きるも を作成きるものを作成

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策



コンサルテーションとして攻める
学術情報リテラシー

どうすれば円滑な実施ができるのか？

運営方法の工夫運営方法の工夫

本当に教育との連携できているのか？

同志社大学の教育
体系に応じた

運営方法の工夫運営方法の工夫

本当に教育との連携できているのか？
体

学術情報リテラシー教育
プログラム

教学との連携の接点教学との連携の接点

「何が」できるようになればよいのか？

プログラム内容の再検討プログラム内容の再検討プログラム内容の再検討プログラム内容の再検討

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策



２００８年度 全国図書館大会 第２分科会
同志社大学の報告よりスライド借用

2007

2008

利用説明会3304

3452

2006

館内ツアー

入門（講義）

ＤＯＯＲＳ

2963

2004

2005
ＤＯＯＲＳ

ＤＢ別

入門(ﾂｱｰ＋DOORS)2947

2882

2002

2003

入門（DOORS＋DB）

初級(30分）：本・新聞・雑誌

中級(90分）：ｼﾞｬﾝﾙ別

2112

2001

2002

1535

1782
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200９年度 春学期の各講習会参加者数200９年度 春学期の各講習会参加者数

４月 ５月 ６月 ７月 合 計 ４月 ５月 ６月 ７月 合 計

今出川キャンパス 京田辺キャンパス

４月 ５月 ６月 ７月 合 計

入門 280 200 80 560 

図書館利用+ＤＢ（ゼミ単位） 91 40 68 199

初級（図書） 1 8 9 

４月 ５月 ６月 ７月 合 計

入門 1614 1157 102 2873 

初級（図書） 5 5 

初級（雑誌論文） 37 6 43 

初級（新聞記事） 11 6 17
初級（雑誌記事） 1 8 9 

初級（新聞記事） 6 6 

初級（百科事典） 4 4 

中級（洋文献へのアプロ チ） 10 10

初級（新聞記事） 11 6 17 

初級（百科辞典） 15 15 

初級（裁判資料） 60 4 64

初級（理系資料） 7 7 14

初級（文系・商） 84 189 49 322
中級（洋文献へのアプローチ） 10 10

中級（卒論ﾃｰﾏ探索の術） 26 26 

中級（政策・統計・経営資料） 30 30

中級（ウェブ情報の効果的活用法） 21 21 

初級（文系 商）

初級（理系・生命） 18 9 17 8 52

中級（科学技術文献） 21 21 

中級（判例の探し方） 42 42 

中級（ﾚﾎﾟｰﾄﾃｰﾏ探索の術） 20 20 

中級（キーワード検索） 30 30

中級（政府資料） 29 29

中級（外国語文献/FirstSearch） 20 20

合計 371 242 204 136 953

中級（政策・統計・経営資料） 14 14 

中級（ウェブ情報の効果的活用法） 15 15 

中級（外国語文献） 15 15

中級（キーワード検索） 19 19

中級（政府資料）合計 371 242 204 136 953 中級（政府資料） 14 14 

合計 1716 1490 289 70 3565 

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策 ー１）運営方法の工夫



教員との対話で明らかになってくること教員との対話で明らかになってくること

◎同志社大学教育開発センター（教育効果向上部会）◎同志社大学教育開発センタ （教育効果向上部会）

１年次図書館ガイダンス等の開催「量」は認知されている。
しかし ３年次以降の教育課程に効力なししかし、３年次以降の教育課程に効力なし。
→プログラム内容の質の向上

→学部カリキュラムの編成に問題ありと教員が自認学部カリキュラムの編成に問題ありと教員が自認

講習会案内は２－３月、科目シラバスは１２月に記述。
有意義な組み込みができない有意義な組み込みができない。

→リテラシー教育プログラム体系の提示
→コンサルテーションの実施コンサルテ ションの実施

2010年度から政策学部・文化情報学部の全クラスに導入検討中

（カリキュラム担当者が動く）

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策 ー２）教学との連携



２００９年度 講習会アンケート集計（今出川図書館）
情報探索の技「入門」役立つ図書館活用術 アンケート（教員用）

★講習会の設定・案内についてお尋ねします

１．講習会申込のご案内時期はいかがでしたか

（３月上旬にご案内）

２．講習会の開催時期はいがかでしたか

早い
6% 遅い

0%

（３月上旬にご案内）
別の時期が良い

0% どちらともいえな

い
11%

無回答

適切
94%

無回答
0%

適切
83%

無回答
6%

３．講習会を受講するために、

講義計画との調整が必要 したか

４．図書館への申込みや日時確定のご連絡はいかがでしたか

どちらともない
5% 無回答

0%

講義計画との調整が必要でしたか
不都合があった

0%
どちらともいえない

0%

無回答

不要
28%

必要
67%

適切
100%

無回答
0%

67% 100%



２００９年度 講習会アンケート集計（今出川図書館）
情報探索の技「入門」役立つ図書館活用術 アンケート（教員用）

★講習会の内容構成についてお尋ねします

１．時間配分は適切でしたか

（説明＋実習５０分、館内ツアー３０分）

ぎ

２．難易度は適切でしたか

適切でない
6%

どちらでもない
0%

無回答
0%

やさしすぎる
6% むずかしすぎる

0%

無回答
0%

適切
94%

適切
94%

0%

どちらともいえない
３．講習会の説明内容は適切でしたか

４．本年度の図書館講習会（「入門」）で取り上げた内容のう
ち、講習会の内容として今後も希望される項目をお選びくださ
い（複数回答可）

適切でない
0%

どちらともいえない
6%

無回答
0%

14
16
18
20

15
16

12
14

a.  高校と大学での「学習」の違い
b.  大学図書館の機能
c.  図書館の利用方法案内
d.  図書館での配置ルール

い（複数回答可）

適切
94% 4

6
8

10
12
14

10 10
11

12
e.  検索実習（DOORS)
f.  図書と雑誌の違い
g.  検索実習（CiNii）
h.  無回答

94%

0
2
4

a b c d e f g h

0



カウンタ－での利用コンサルテーションカウンタ での利用コンサルテ ション

ニートについて調べることになったら？トに て調 る とにな たら
チャンネルは多数ある・・・しかし・・・

ニ ト

ワーキングプア

青少年

リストラポスドク
ニート

青少年
職業指導

少子化

アルバイト
終身雇用 就労就労意識

格差社会

失業
少子化

格差社会

社会保障
年金問題

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策 ー３）プログラム内容



レファレンスで掘り起こすニーズレファレンスで掘り起こすニ ズ

◎レファレンス能力が弱いと情報リテラシー教育力も弱い。

◎インタビューでリテラシー教育上のニーズ分析。

◎資料や情報を探すより、テーマを見つける方が先。◎資料や情報を探すより、テ マを見つける方が先。
（問題解決／問題発見）

編集物への理解不足
事前調査なしの安易なテーマ設定事前調査なしの安易なテーマ設定

ウェブ検索上の問題

よい情報源からはいるよい情報源からはいる

Who’s teaching the Hidden Curriculum?Who s teaching the Hidden Curriculum?

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策 ー３）プログラム内容



焦点をどこにおくか？

スキルの種別 印刷体資料
電子化資料

焦点をどこにおくか？

スキルの種別 印刷体資料
（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ/ﾌﾘｰｻｲﾄ）

・『日本の参考図書』
ＯＰＡＣ 存在

1.情報源を知る

（何があるのか）

『日本の参考図書』

等のガイドブック

・各種主題別紹介資料

・書誌・目録

・ＯＰＡＣの存在

・ポータル参照

・パスファインダー参照
書誌 目録

2.情報源の使い方を知る

（どう使うのか）

・凡例読解

編集方針/編集形態

・検索方法／検索スキル

・インデクシング方法
（どう使うのか） ・編集方針/編集形態

・各種演算子

調べ方の「考え方」 メタ思考3..総合化した情報源利用

（なぜ使うのか、どう
組み合わせるのか）

調べ方の「考え方」：メタ思考

↑

（行為のなかの省察）

Ⅲ．情報リテラシー教育の再検討と改善策 ー３）プログラム内容



学術情報リテラシーへの道
高度化

Step.3:

情報源の

使い分け・使い合わせ

を知る（方法）
Step.2:

情報源の

使い方を知る

を知る（方法）

Step.1: 情報源を知る

+ 情報の評価

使い方を知る

（操作法）
（ツールの存在を知る）

課題とテーマを発見する

何をしたいのか？ 何をどこまで知っているのか？何をしたいのか？ 何をどこまで知っているのか？





名詞で考えるな 動詞で考えよ名詞で考えるな、動詞で考えよ

米国ＭＩＴの建築教育：椅子の設計

例）椅子の設計

「椅子」とは何かではなく、「すわる」とはどういう
ことかを検討

「情報源」というモノで考えるのではなく、特定
の文脈のなかで「情報を使う行為」とは何かを情報を使う行 」 何 を
考える。キーワード：「なぜ」「どのように」



今後の課題今後の課題

１．スキルのみでなく、考え方を学ぶプログラム内容へ

情報の検索にとどまらず、情報を読むための検索に重点。

情報に対して 「行為しながら考える 体験と習慣化の支援情報に対して、「行為しながら考える」体験と習慣化の支援。

２．図書館活用を組み込んだ授業改善（ＦＤ活動）の提案
図書館の役割を理解し教育に組み込んでくれる教員づくり。

３ 企画・運営の継続性を担保する組織体制３．企画 運営の継続性を担保する組織体制

外部委託の工夫とコントロールをどうするか。

分析と企画ができる職員づくりをどうするか。分析 画 る職員 りを うする 。

おわりに
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